
R4.4.1施行『奈良県人と人及び人と社会がつながり支え合う地域福祉の推進に関する条例』 

前文より 

「日本の社会保障は、人々の生活の安定を損なうおそれのある課題を想定し、その解決を目

的として、現金給付及び福祉サービスその他の現物給付を行うという基本的な方針の下で、

量的拡充及び質の向上を実現してきた。 

 特に、社会福祉の分野では、家族がその構成員を支えることを重視しつつ、生活保護、高

齢者介護、障害福祉、児童福祉等の分野ごとの制度が発展し、専門的な支援が提供されるよ

うになった。 

 しかしながら、近年の人口の減少及び少子高齢化による家族がその構成員を支える関係及

び地域住民相互の関係の希薄化等の地域社会の持続性に関する課題の増加並びに雇用形態の

変化等の社会経済情勢の変化に伴い、個人や世帯が生活において抱える課題が多様化し、従

来の分野ごとの制度のみでは一人一人に寄り添ったきめ細かな支援が困難な状況が生じてい

る。」 

 

論文試験課題例 

【Ⅰ種試験：行政】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記を踏まえ、誰もが社会の一員として包摂される日本一福祉の進んだ地域を目指すため、奈

良県はどんなことに取り組むべきか、あなたの考えを具体的に述べてください。 

 

【Ⅰ種試験：警察行政】 

奈良県警察では令和３年奈良県警察重点目標に「社会の変化に適応する警察基盤の確立」を掲

げている。社会の変化に適切な対応をする上で警察行政職という立場でどのようなことに取り組

んでいきたいのか。あなたの考えを具体的に述べなさい。 

 


